
D

　３　基本計画期間における施策の方針 （総合計画書より）

⑤ 右上④の成果指標の測定方法（実際にどのように実績を把握するか）

C

①
対
象
指
標

②
成
果
指
標

人

事業所

％

C

　男女共同参画社会の形成に向けて、「霧島市男女共同参画計画」を推進することで成果の向上を目指す。

・A…ＤＶまたはセクシュアル・ハラスメントを受けた経験のある市民
の割合
※男女共同参画に関する市民意識調査
※総合計画進行管理に係る市民意識調査

・B…社会全体（霧島市）において男女の地位が平等になっている
と思う市民の割合
※総合計画進行管理に係る市民意識調査

・C…方針決定過程に参画している女性の割合
※市の審議会・委員会等への女性委員、自治会、ＰＴＡに参画している女性の割
合→県が依頼する女性公職参加状況調査

・D…市内の事業所における女性管理職の割合
※従業員30名以上の市内事業所に対するアンケートにより把握。（平成19年1月、
市内37事業所にアンケートを実施し、27の事業所から回答あり。））

％

％

％

② 意図（この施策によって対象をどう変えるのか） 単位

ＤＶまたはセクシュアル・ハラスメントを受けた市民の割合

社会全体（霧島市）において男女の地位が平等になっていると思
う市民の割合

B

E

共生・協働のまちづくり

川村　直人

％

人口

方針決定過程に参画している女性の割合

％

％

企画政策課施 策 主 管 課

施策主管課長名

事業所数 ※事業所・企業統計調査結果　H21から経済センサス

重点施策

　１　施策の目的と指標

C

人

D

F

13.4
11.0

0

単位

成り行き値

目標値
実績値

E
成り行き値

目標値

10.0

2.5
4.0

38.0

16.4
25.0

13.3

16.2
23.0

36.0
26.7 26.7

3.5
2.3

3.0

25.7

2.2

34.0

19.0
16.0
21.0

11.5
13.5

12.5

32.0

2.1
2.5

25.7

15.8

2.6

2.0
2.0

30.0
26.1

15.2

25.6
1.9
24.5

1.9 1.9

平成24年度
（目標年度）

平成23年度

13.9 13.5

13.6

F

B
成り行き値

実績値
0

実績値

目標値
実績値

実績値
目標値

成り行き値

成り行き値

目標値
実績値

A

成り行き値

目標値

13.8

129,098
127,773

13.7
13.0

4,989 －－

13.5

127,871
127,450127,309

平成19年度

128,868

　２　指標等の推移

平成22年度平成20年度

128,128 128,640

平成21年度

128,383

平成16年度

127,219 127,615

平成17年度

A

B

C

実績値

見込み値

見込み値

0 実績値

平成 施策マネジメントシート１　(平成20年度目標達成度評価）

6

21

政策
体系

政策名政策No.

施策名施策No.

年度

4,845

見込み値

実績値

数値区分

4

A

B

男女共同参画の推進

市民

平成18年度

施策関係課名 市民課、児童福祉課、長寿・障害福祉課、健康増進課、商工観光政策課、学校教育課

単位

－

17.0
22.6

15.6

28.0
25.6 25.7

15.2

20.3

2.0

8.7

18.0

事業所

　⑥　基本計画期間における施策の目標設定（２-②）の根拠

・ＤＶまたはセクシュアル・ハラスメントを受けた市民の割合」につい
ては、被害者救済のための相談体制の整備を図るとともに、予防
と根絶に向けた啓発活動の実施により3.8％の減少を目指す。
・「社会全体（霧島市）において男女の地位が平等になっていると
思う市民の割合」については、男女平等の実現向けた教育、学習
の推進及び広報・啓発活動の実施により9.8％の成果向上を目指
す。
・「方針決定過程に参画している女性の割合」については、男女が
あらゆる分野において利益を享受することができ、共に責任を担
い、男女平等を実質的に実現するため、12.4％の成果向上を目
指す。
・「市内の事業所における女性管理職の割合」については、県内
平均の10.3％（平成16年度）と比較するとかなり低い現状にあり、
経営者向けセミナー等で事業所に強く働きかけることなどにより、
2.1％の成果向上を目指す。

① 対象（誰、何を対象としているのか）※人や自然資源等

％

男女が自らの意思によって社会に共同参画をしてい
る。

A

③ 対象指標（対象の大きさを表す指標）※数字は記入しない

④ 成果指標（意図の達成度を表す指標）※数字は記入しない

市内の事業所における女性管理職の割合

－施策マネ・ｼｰﾄ1－
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⇒ 目標値と比較して実績値が であった。

⇒ 目標値と比較して実績値が であった。

⇒ 目標値と比較して実績値が であった。

⇒ 目標値と比較して実績値が であった。

①施策の目標達成度（平成20年度目標と実績との比較）

△

②施策の平成24年度目標達成見込み①施策の基本方針の達成状況

市内の事業所における女性管理職の割合
◎

87%

130%

②左記の背景として考えられること（根拠となる実績値、判断理由など）

社会全体（霧島市）において男女の地位が平等になっていると思う市
民の割合

（目標値より実績値が90％以上110％未満）
（目標値より実績値が110％以上） ◎

○
・Ａ…ＤＶまたはセクシュアル・ハラスメントが、人権侵害になるというマスコミの報道や
　　広報等で市民の認識が広がり、加害行為が減ったことにより、全ての年代におい
　　て被害を受けた割合が減った。
・Ｂ…男女共同参画セミナーや男女共同参画基礎講座の実施、男女共同参画に関
　　する。
    広報等により、全ての年代において平等になっていると思う割合が増えた。
・Ｃ…審議会・委員会等の委員が構成団体からの充て職（会長職）で就任しているも
　　のがまだ多くあるため、女性委員が少ない。また、自治会長における女性割合が
　　低い。
・Ｄ…係長担当職、課長担当職における女性登用率が伸びてきている。

方針決定過程に参画している女性の割合

平成 21 施策マネジメントシート2　(平成20年度目標達成度評価）

①　この施策の役割分担をどう考えるか（協働による市民と行政の役割分担）

男女共同参画の推進
　４　施策の特性・状況変化・住民意見等

施策名
年度

目標達成
目標をほぼ達成
目標を未達成

◎

ＤＶまたはセクシュアル・ハラスメントを受けた市民の割合
◎

133%

　５　施策の評価（成果水準の振り返り）

C

D

E

成果指標

126%

0

A

B

ア）行政の役割
（市がやるべきこと、県がやるべきこと、国がやるべきこと）

イ）市民（住民、事業所、地域、団体等）の役割
（市民が自助でやるべきこと、地域やコミュニティが共助でやるべきこと、行政と協働でや

※女が社会的に形成された性別に縛られず、各人の個性や能力に基づいて共
同参画できる社会づくりに寄与するように努める。（男女共同参画社会基本法：平
成11年6月23日公布・施行）
■市
・男女共同参画社会基本法にのっとり、男女共同参画社会の形成の促進を図
る。
■県
・男女共同参画基本計画の策定義務。
■国
・男女共同参画基本計画の策定義務。
・積極的改善措置を含む男女共同参画社会づくりのための施策を総合的に策
定・実施。
・法制上、財政上の措置、年次報告。

※男女が社会的に形成された性別に縛られず、各人の個性や能力に基づいて共同参画
できる社会づくりに寄与するように努める。（男女共同参画社会基本法：平成11年6月23日
公布・施行）
■国民
・第10条　国民は、職域、学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野において、基本
理念にのっとり、男女共同参画の形成に寄与するように努める。
　※基本理念
　　①男女の人権の尊重
　　②社会における制度又は慣行についての配慮
　　③政策等の立案及び決定への共同参画
　　④家庭生活における活動と他の活動との両立
　　⑤国際的協調）

③　この施策に対して市民（対象者、納税者、関係者等）、議会からどのような意見や要望
が寄せられているか？

・人権尊重の理念を社会に深く根づかせ、真の男女平等をめざしていく。
・関係法令（DV防止法、ストーカー防止法、児童虐待防止法、男女雇用機会均
等法、少子化対策基本法等）に基づき、具体的な施策展開がなされる。
（例）H19．4．1男女雇用機会均等法改正：女性の坑内労働可能/間接差別の禁
止/妊娠、出産等を理由とする不利益取り扱いの禁止）
・市民、事業所、団体、行政等が一体となって取り組むべき施策、事業を具体的
に示すとともに、本市における男女共同参画計画がより一層全庁的な取り組みと
して展開される推進体制を確立するために、平成19年度に「霧島市男女共同参
画計画」を策定した。さらに男女共同参画計画を基に平成21年度までに「霧島市
男女共同参画条例（仮）」の制定について検討することとしている。

・幼少時からの教育の中で男女共同参画について取り組まなければ、大人になってから理
解を得られるには困難が生じる恐れがある。
・自治会長等役職登用にあたり女性の積極性が欠けている。
・各種計画づくりを行政、学識経験者だけで進めてほしくない。
・DV被害者や人権侵害を受けた人に対する適切なサポートが相談体制、情報提供が必要
である。
・働きたいと願う女性が安心して子どもを産み育てる環境づくりが必要である。
・固定的な性別役割分担意識をなくしていくような啓発が必要である。

　６　施策の現状

結果
（目標値より実績値が90％未満） △

結果

②　施策を取り巻く状況（対象者や根拠法令等）はどのように変化しているか、更
に今後どう変化するか？（平成24年度を見越して）

・女性に対するあらゆる形態の暴力の防止と救済に
向けた体制整備を図り、誰もが安心して暮らせるよう
にする必要がある。
・真の男女平等の実現に向けた教育、学習を推進す
る必要がある。
・男女共同参画社会の形成に向けた意識を醸成し、
政策・方針決定過程への女性の参画を促進する必
要がある。
・就労の場における男女間の待遇等の格差解消を
図る必要がある。
・男女を問わず、育児や介護、その他の家庭活動を
担い、仕事との両立ができるよう支援を行う必要があ
る。
・条例の制定など男女共同参画を推進する体制・仕
組みの充実強化を図る必要がある。

・女性に対するあらゆる形態の暴力の防止と救済に向け
た体制整備を図り、誰もが安心して暮らせるようにする必
要がある。
・男女共同参画を推進する体制・仕組みの充実強化を図
る必要がある。
・男女共同参画社会の形成に向けた意識を醸成し、政
策・方針決定過程への女性の参画を促進する必要があ
る。

　８　平成22年度の施策の基本方針
　　　　　　（課題解決に向けた取り組み方針）

・平成21年度に策定する「霧島市配偶者等か
らの暴力防止及び被害者支援に関する計画」
に盛り込まれる取組みの進行管理を効果的に
行う。
・｢霧島市女性委員登用促進設置要綱」による
計画的な登用の促進を図る。
・審議会等の設置要綱等へのクォータ制明記
の推進を図る。
・男女雇用機会均等法に規定された積極的改
善措置の推進を図るために事業所への広報・
啓発を行う。
・学校、家庭、地域、職場など社会のあらゆる
分野において、相互の連携を図りながらの男
女平等の推進を図る。
・霧島市男女共同参画推進懇話会を継続的
に開催する。

　７　施策の課題

①基本計画期間で解決すべき課題（総合計画書より） ②平成22年度に取り組むべき課題

　男女共同参画セミナーの開催や男女共同参画計
画を推進し、誰もが安心して暮らせるような体制の整
備、教育・学習の推進、政策・方針決定過程への女
性参画の促進、職場における男女間待遇の格差解
消、育児や介護等と仕事との両立の支援、男女共同
参画を推進する体制・仕組みの充実強化等を図って
いく必要がある。

　方針決定過程に参画している女性の割合については、
現状の取組の延長で目標達成は難しいが、その他の成
果指標については新規事業の企画実施や既存事業のや
り方を改善し、関係課と連携していくことで目標達成は可
能である。

－施策マネ・ｼｰﾄ2－
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　１　基本事業の目的、取組み方針

　１　基本事業の目的、取組み方針

　社会全体（霧島市）において男女の地位が平等に
なっていると思う市民の割合を、基本計画の最終年度
には、25％の水準とすることを目指すこととした。霧島
市男女共同参画計画（平成19年度策定）に基づき、
男女平等の実現に向けた学習、教育の推進及び広
報、啓発を行い、市民・事業所・行政における平等意
識の醸成を図ることで、比較的成果水準の高い20代、
30代の水準に近づけることとした。

　男女共同参画に関する基礎講座・セミナー等を実
施した結果、男女共同参画の視点を理解され、社会
全体において男女の地位が平等になっていると思う
市民の割合が増えたと考えられる。しかし、職場や社
会通念・慣習・しきたりの分野においては、不平等感
を抱いている市民がまだ多いので、さらなる学習・教
育の推進及び広報・啓発を行っていかなければなら
ない。

　学校、家庭、地域、職場など社会のあらゆる分野において、
相互の連携を図りながらの男女平等の推進を図る。

　６　平成22年度の基本事業の重点「対象」・「意図」

①対象 市民

②意図 男女共同参画の視点を理解する。

　３　基本計画期間における
　　　　　基本事業の目標設定の根拠

　４　平成20年度の基本事業の振り返り（目標達成度
評価）と平成22年度に向けての課題

　５　基本事業の平成22年度の方針

Ｂ

Ａ
社会全体（霧島市）において
男女の地位が平等になってい
ると思う市民の割合

％ 市民意識調査

平成16年度

成り行き値

平成17年度

目標値

目標値

③基本計画期間における取り組み方針　（総合計画書より）

平成24年度
（目標年度）

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

②意　図

　２　基本事業の指標等の推移

真の男女平等の実現に向
けた教育・学習の推進及
び広報・啓発

③数値区分

6-4-1

①対　象

6-4-2

　３　基本計画期間における
　　　　　基本事業の目標設定の根拠

Ｃ

基本事業名

Ｂ

平成24年度
（目標年度）

10.011.0
13.5 13.4

施策名

男女共同参画の推進6基本事業マネジメントシート　(平成20年度目標達成度評価）

実績値

Ｃ
実績値

成り行き値

成り行き値

23.0 25.0
実績値 15.2 20.3 22.6

16.2 16.4
目標値 17.0 18.0 19.0 21.0

15.2 15.6 15.8 16.0

ＤＶ被害等について相談ができる。

　６　平成22年度の基本事業の重点「対象」・「意図」

②意図

　市報・ケーブルテレビでの相談事業案内、庁舎ロ
ビーでのパネル展示等、ＤＶまたはセクシュアル・ハ
ラスメントに関する広報を行い、また、女性のための
無料相談を月2回実施したことにより、ＤＶまたはセク
シュアル・ハラスメントについて市民が認識しつつあ
る。しかし、未だ表に出てこないケースも多々あること
から、広報・相談体制の拡充を図っていく必要があ
る。

　平成21年度に策定する「霧島市配偶者等からの暴力防止及
び被害者支援に関する計画」に盛り込まれる取組の進行管理
を効果的に行う。

市民

目標値

目標値

8.713.513.9実績値
11.5

平成18年度平成17年度

13.7 13.6
13.5

平成16年度

市民

　２　基本事業の指標等の推移

②成果指標の測定方法 ③数値区分 平成19年度

②意　図 あらゆる形態の暴力の根絶を図る。

平成20年度 平成23年度平成22年度平成21年度

12.5
13.3

％ 市民意識調査

実績値

成り行き値

目標値

平成 21 年度

成り行き値

単位

企画政策課

基本事業
主担当課

①成果指標名

Ａ
ＤＶまたはセクシュアル・
ハラスメントを受けた市民
の割合

基本
事業№

13.8

基本事業名

女性の人権の確立を目指
す環境整備

・ＤＶやセクシャル・ハラスメント等の問題解決のために相談体制の整備等を図り、あらゆる形態の暴力の
防止と救済に向けた取り組みを推進する。
・性差別につながる性・暴力表現を扱ったメディアから青少年やそれに接することを望まない者を守る取
り組みを推進する。
・女性の生涯を通じた健康を支援し、健康に関する相談や情報提供を推進する。

実績値
成り行き値

13.0

固定的な性別役割分担意識の解消を図る

企画政策課
・男女平等に向けた教育・学習及び男女共同参画に関する広報・啓発推進し、市民、事業所、行政にお
ける意識の醸成を図る。
・男女共同参画の視点に立って市の施策を見直し、また慣行等の見直しが促進されるよう働きかける。

①対　象 市民・事業所・行政

平成18年度 平成19年度

③基本計画期間における取り組み方針　（総合計画書より）

　４　平成20年度の基本事業の振り返り（目標達成度
評価）と平成22年度に向けての課題

　５　基本事業の平成22年度の方針

　ＤＶまたはセクシュアル・ハラスメントを受けた市民の
割合を、基本計画の最終年度には、10％の率に引き
下げることとした。
　霧島市男女共同参画計画（平成19年度策定）に基
づき、ＤＶまたはセクシュアル・ハラスメントの問題解決
のために相談体制の整備等を図り、あらゆる形態の暴
力の防止と救済に向けた取り組みを推進する。

①成果指標名 単位 ②成果指標の測定方法

基本
事業№

基本事業
主担当課

①対象

－基本事業マネ・シート1・2－
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　１　基本事業の目的、取組み方針

　１　基本事業の目的、取組み方針

％
実績値
成り行き値

1.9

・女性のエンパワーメント支援を通した計画的な人材育成を図り、政策・方針決定過程への女性の参画
を促進し、地域や暮らしの実感を政策に反映させていく。
・男女雇用機会均等法に基づく雇用環境の整備やポジティブ・アクション（積極的改善措置）の実施を促
進するために、事業主等への理解を求める情報の提供を行う。
・仕事と家庭の両立を支援するための各種制度の普及・定着に努めるとともに、家庭や職場・地域などに
おける男女共同参画の気運等の醸成を図る。

　４　平成20年度の基本事業の振り返り（目標達成度
評価）と平成22年度に向けての課題

行政・事業所

方針決定過程への女性の参画を図る。

　基本計画の最終年度には、方針決定過程に参画し
ている女性の割合を38％、事業所における女性管理
職の割合を4％の率を目指すこととした。霧島市男女
共同参画計画（平成19年度策定）に基づき、女性のエ
ンパワーメント支援を通した計画的な人材育成を図
り、方針決定過程への女性の参画を図る。男女雇用
機会均等法に規定された積極的改善措置の推進を
図るために事業所への広報・啓発を図る。

基本事業
主担当課

③基本計画期間における取り組み方針　（総合計画書より）

　５　基本事業の平成22年度の方針

2.5

③基本計画期間における取り組み方針　（総合計画書より）基本事業名

あらゆる分野への男女共
同参画の促進

平成16年度

　６　平成22年度の基本事業の重点「対象」・「意図」

①対象

①成果指標名 単位 ②成果指標の測定方法

基本事業名

③数値区分

②意図

　審議会等における女性委員の積極的な登用推進
の周知不足だったことで、実績値が低かったと考え
られる。よって市民、事業所の女性委員の登用につ
いて理解が得られるよう、広報・啓発をすることが必
要である。

・｢霧島市女性委員登用促進設置要綱」による計画的な登用
の促進を図る。
・男女雇用機会均等法に規定された積極的改善措置の推進
を図るために事業所への広報・啓発を行う。

　２　基本事業の指標等の推移

基本
事業№

平成17年度 平成18年度 平成19年度

基本
事業№

25.6
28.0 30.0 32.0

平成 21 年度

成り行き値

単位

企画政策課

基本事業
主担当課

①成果指標名

Ａ
方針決定過程に参画
している女性の割合

％
県が依頼した女性公
職参加状況調査

実績値

成り行き値

目標値

目標値

38.036.0

②意　図 方針決定過程へ女性の参画を図る。

25.7 25.7

平成20年度平成18年度平成17年度

26.7
34.0

26.7

平成23年度

市民・事業所・行政

　２　基本事業の指標等の推移

②成果指標の測定方法 ③数値区分 平成19年度
平成24年度
（目標年度）

平成22年度平成21年度平成16年度

25.7
目標値

26.124.525.6実績値

1.9

1.9 2.0
2.0 2.0

2.6

成り行き値

目標値

実績値
成り行き値

目標値

実績値
成り行き値

基本事業マネジメントシート　(平成20年度目標達成度評価）

Ｃ
実績値

3.0 3.5

施策名

男女共同参画の推進6

6-4-3

①対　象

従業員30名以上の市内
事業所に対する調査

　３　基本計画期間における
　　　　　基本事業の目標設定の根拠

Ｃ

Ｂ
事業所における女性管
理職の割合

①対　象 ②意　図

4.0
2.1 2.2 2.3
2.5

平成24年度
（目標年度）

Ａ

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

Ｂ

目標値

　３　基本計画期間における
　　　　　基本事業の目標設定の根拠

　４　平成20年度の基本事業の振り返り（目標達成度
評価）と平成22年度に向けての課題

　５　基本事業の平成22年度の方針

　６　平成22年度の基本事業の重点「対象」・「意図」

①対象

②意図

－基本事業マネシート3・4－
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